
 

 

  
 

 

第第３３章章  

        男男女女共共同同参参画画にに関関すするる施施策策のの実実施施状状況況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞ 

実施施策の担当課は、平成２７年度の担当課で表記しています。 
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１ 人権を尊重した男女共同参画の意識づくり 

 Ⅰ 男女共同参画の理解と意識形成 

  ⑴ 男女共同参画に関する意識啓発 

 

男女が共に性別による差別的取扱いを受けることなく、一人ひとりの個性と能力が発揮できる社会を目

指して、男女共同参画に関する広報や啓発を図ります。また、性別による固定的役割分担意識による制度、

慣行を見直すことや男女共同参画に関する情報の収集と提供を図ります。 

      （単位：千円） 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

１－Ⅰ－⑴－① 

広報、ホームページ、

ケーブルテレビを活用

し、条例や計画の広

報・啓発を図ります。 

総務課 □ 多様な媒体を活用した男女共同参画に関する広報の実施 

 ・ホームページに条例・計画・各種相談窓口等を掲載した。 

 

－ 

１－Ⅰ－⑴－② 

男女共同参画の意識を

高めるための講演会、

出前講座の開催を図り

ます。 

 

総務課 □ 男女共同参画巡回講座の開催 

  条例及び計画の概要、家庭や地域における男女共同参画についての

説明と、男女共同参画推進委員会による寸劇の上演、音楽コンサート、

講演会、健康講座の同時開催により、男女共同参画に関する意識啓発

を図った。 

 平成２７年 ５月２３日（土）下村コミュニティセンター 

 平成２７年 ７月２５日（土）金山コミュニティセンター 

 平成２７年 ８月２１日（金）大島コミュニティセンター 

 平成２７年 ９月２５日（金）二口コミュニティセンター 

 平成２７年１２月 ６日（日）新湊コミュニティセンター 

 平成２７年１２月１２日（土）小杉社会福祉会館 

 平成２８年 １月２９日（金）小杉総合体育館 

 平成２８年 ２月１７日（水）浅井コミュニティセンター 

 平成２８年 ２月２７日（土）金山コミュニティセンター 

  参加人数：３４１人 

 

□ 第２回 子どもサミットの実施 

   大島社会福祉センター３階ホールにて、射水市内の小学５、６年

生２８人と市長とで「男女共同参画社会の実現にはどのような取組が

必要か」という題で意見交換を行った。 

   日時：平成２７年８月９日（日） 

 

□ 富山県男女共同参画推進委員地域別研修会（高岡ブロック） 

   富山県と富山県男女共同参画推進員射水市・高岡市・氷見市連絡

会が男女共同参画研修会を主催した。 

   日時：平成２８年２月１３日（土） 

   会場：大島社会福祉センター 

   参加人数：３４人 

   内容： 講演会 演題「今、私たちにできること」 

           講師 宮城 澄男 氏 

（射水市地域振興会連合会会長） 

74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

 

 

 

 

 

 100 

（県費） 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

１－Ⅰ－⑴－③ 

男女共同参画週間にお

ける啓発活動を図りま

す。 

総務課 □ 男女共同参画週間（毎年６月２３日から同月２９日までの 1 週間）

の活用 

・射水市中央図書館において企画展示を実施した。 

   内容：男女共同参画社会、ワーク・ライフ・バランスの説明 

・あいの風とやま鉄道小杉駅前で、推進員と啓発チラシなどを配布

した。 

  日時：平成２７年６月２５日（木）午前７時３０分～ 

・あいの風とやま鉄道駅前（北口）広告塔に啓発用看板を設置した。 

  期間：平成２７年６月１０日（水）から同月３０日（火）まで 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

33 

１－Ⅰ－⑴－④ 

性別による固定的な役

割分担意識による制度

や慣行を見直し、男女

が対等な立場で意思決

定や責任を担う意識啓

発を図ります。 

総務課 

 

 

 

 

人事課 

□ 男女共同参画巡回講座の開催 

  ・家庭・地域・職場等あらゆる分野への女性の参画について、条例

の理念や計画の概要を説明し、意識啓発を図った。 

再掲１－Ⅰ－⑴－② 

 

□ 射水市職員旧姓使用取扱要綱（平成１９年４月１日施行）の普及 

・職員の旧姓使用について、範囲、手続等を規定した要綱を定め職員

に周知した。 

 

－ 

 

 

 

 

－ 

 

１－Ⅰ－⑴－⑤ 

国・県等の取組に関す

る情報の収集と提供を

図ります。 

総務課 □ 各種制度や情報の提供 

・内閣府男女共同参画局、富山県男女参画・県民協働課、 

富山県民共生センター「サンフォルテ」、富山労働局雇用 

均等室など、国・県等の関係機関のリンクを設定した。 

－ 

１－Ⅰ－⑴－⑥ 

定期的に男女共同参画

に関する市民意識調査

の実施を図ります。 

総務課 □ 男女共同参画社会に対する市民意識の調査 

第２次男女共同参画基本計画策定のため、男女共同参画に関する

意識調査を行った。 

  ・対象：射水市に居住する１８歳以上の住民合計２，０００人 

 ・実施期間：平成２７年７月３０日～８月２１日 

  ・回収：８７７人（回収率４３．９％） 

 

－   
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１ 人権を尊重した男女共同参画の意識づくり 

 Ⅰ 男女共同参画の理解と意識形成 

⑵ 男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進 

 

教育活動を通じて、児童・生徒の発達段階に応じた人権、男女平等教育の充実を図ります。併せて、教

職員等の指導の充実を図ります。家庭や地域において男女共同参画意識の醸成を図るため、市民活動と生

涯学習体制との連携を図りながら講座や学習活動を推進します。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

１－Ⅰ－⑵－① 

学校教育活動を通じ、

児童・生徒の発達段階

に応じた人権、男女平

等教育の充実と職員研

修を通じた指導の充実

を図ります。 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民課 

□ 人権教育の推進 

  ・市内の全学校において、児童生徒の発達段階に応じて人権尊重の精

神を高め、一人ひとりを大切にする教育を推進した。 

   各学校の教育計画には人権教育を位置付け、研修や相談体制の充実

を図りながら、ボランティア活動や自然体験活動、高齢者や障がい

者等との交流会など、様々な体験活動の機会を設け、実施した。 

□ 人権教育に関する研修会に参加 

・教師の人権意識を高めるために、県教育委員会作成の「人権 

教育推進のために」（人権意識チェック表）等を活用して日頃 

の指導を振り返り、人権教育に関する研修会に参加した。特 

に、言語環境に関しては、人間関係の基盤であることを教師 

自身が意識し、望ましい言語活動に心がけた。 

 

□ 人権教室の開催 

  ・高岡人権擁護委員協議会射水地区委員会が、市内中学校で人権教室

を開催した。 

   開催日：平成２８年２月１５日（月） 

   対 象：射水市立新湊南部中学校 １年生７５人 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

－ 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

１－Ⅰ－⑵－② 

男女共修の技術・家庭

科教育を通じて、男女

共同参画の意識の醸成

を図ります。 

学校教育課 □ 家庭科教育の充実 

   ・小中学校において、男女共修で技術分野と家庭分野の学習も履修 

することで、互いに支え合って生きることや、将来、家族の一員と 

して役割を果たしながら家庭を築くことの大切さを学んだ。 

□ 社会に学ぶ「14歳の挑戦」事業（職場体験活動）の実施 

地区 実施期間 校数 体験者数 受入事業所数 

射水 
5月 11日（月）～ 

5月 15日（金） 
３ ６５９ １９６ 

新湊 
10月 5日（月）～ 

  10月 9日（金） 
３ ３０５ １１４ 

 

－ 

 

 

 

 

－ 

 

１－Ⅰ－⑵－③ 

幼稚園、保育園、小・

中学校の実情に応じた

混合名簿の活用を図り

ます。 

子育て支援課 

学校教育課 

 

□ 混合名簿の活用 

  ・男女共同参画の趣旨を踏まえ、各学校の実情に応じて工夫しながら 

活用を図っている。 

小学校 １５校／１５校     

中学校 ４校／６校（入学・卒業式生徒名簿で活用） 

    幼稚園 ５園／５園  保育園 ２５園／２５園 

   認定こども園 １園／１園 

－ 

１－Ⅰ－⑵－④ 

幼稚園、保育園、学校

関係職員の資質の向上

を図る研修等におい

て、人権の尊重等、男

女共同参画の視点を取

り入れるよう努めま

す。 

学校教育課 

 

 

 

 

 

総務課 

□ 人権に関する研修 

・教師の人権意識を高めるために、県教育委員会作成の「人権教育推 

進のために」（人権意識チェック表）等を活用して日頃の指導を振

り返り、人権教育に関する研修会に参加した。 

再掲１－Ⅰ－⑵－① 

 

□ 市職員ＤＶ研修会 

日時：平成２８年２月４日（木） 

内容：「ＤＶに気づき、対応について考える 

    ～特にモラハラについて～」 

対象：市職員、人権擁護委員、男女共同参画推進委員 

講師：椚座久子氏、越野誠子氏 

   （ウィメンズカウンセリング富山所属） 

参加人数：１９人 

 

－ 

 

 

 

 

 

－ 

１－Ⅰ－⑵－⑤ 

家族のふれあいと絆を

深める「家庭の日」を

推奨し、家庭における

男女共同参画の推進を

図ります。 

 

子育て支援課 

生涯学習・ 

スポーツ課 

 

 

 

 

□ とやま子育て応援団 

  ・「とやま家族ふれあいウィーク」（「とやま県民家庭の日」（毎月第３ 

日曜日）から始まる１週間）の期間中を中心に、１８歳未満の子ど

も連れの家族が、協賛店を利用した場合に、協賛店が設定している

割引や特典等の各種サービスが受けられるもの。制度について、リ

ーフレットを配布、ホームページで周知した。 

 

－ 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

１－Ⅰ－⑵－⑥ 

家庭教育アドバイザー

と連携した学習機会の

充実を図ります。 

生涯学習・ 

スポーツ課 

 

□ 家庭教育支援スキルアップ講座 

・家庭教育アドバイザーを中心に家庭教育支援に携わる方及び主に 

小･中学校の保護者を対象とした。 

  ・開催回数：２回 参加人数：延べ７７人 

□ じいちゃんばあちゃんの孫育て談義 

  ・開催回数：５回 参加人数：１４５人  

□ ライフステージに応じた課題別子育て講座 

  ・市内１５小学校で次年度就学予定児の保護者を対象とした。 

   参加人数：延べ８３９人 

 

81 

 

 

 

48 

 

－ 

１－Ⅰ－⑵－⑦ 

コミュニティセンター

での自主的学習活動を

充実する上で、各世代

の男女が共に企画・立

案する学級・講座、サ

ークル活動等の推進を

図ります。 

生涯学習・ 

スポーツ課 

 

□ 生涯学習活動の支援                 

 コミュニティセンター        （単位：回、人）                        

内   容 回数 延べ参加人数 

青少年学級 ２２６ ５，８５１ 

女性学級     １１９ ２，０１７ 

高齢者学級  ２０６ ６，７４８ 

生涯学習活動 ３６２ ２２，１４９ 

合計 ９１３ ３６，７６５ 
 

7,290 

１－Ⅰ－⑵－⑧ 

男性の家事・育児・介

護等への参画を促す講

座の充実を図ります。 

農林水産課 

 

 

 

 

生涯学習・ 

スポーツ課 

 

 

 

 

□ むらづくり熱中塾（大島農村環境改善センター） 

                     （単位：回、人） 

内     容 回数 延べ参加人数 

男の料理教室 １ １５ 

 

□ 生涯学習活動事業 

 ・９コミュニティセンターで実施した。 

（単位：回、人） 

内     容 回数 延べ参加人数 

男性料理教室 １３ ２３９ 
 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総務課 

 

 

□男女共同参画推進委員地域啓発活動 

                     （単位：人） 

内     容 回数 延べ参加人数 

若手男性料理教室 ２ ４２ 
 

－ 
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１ 人権を尊重した男女共同参画の意識づくり 

 Ⅱ 男女の人権の尊重 

⑴ 女性の人権を尊重した表現の推進 

 

公衆に表示・提供する情報は、人々の意識に大きな影響を及ぼすことから、性別による固定的な役割分

担や差別を連想させる表現には配慮が必要となります。また、女性の人権、青少年の健全育成の視点から

も性の商品化や暴力を助長する有害図書、広告物の浄化を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

１－Ⅱ－⑴－① 

市の広報・出版物につ

いて、男女共同参画の

視点から適切な表現と

なるよう配慮します。 

総務課 □ 「男女共同参画の視点からの公的広報の手引き」の活用 

・「男女共同参画の視点からの公的広報の手引き」を共通フォルダに

掲載し、性別による固定的な役割分担等、適切な表現となるよう配

慮に努めている。（内閣府 H15.3） 

 

－ 

１－Ⅱ－⑴－② 

情報を主体的に収集・

判断できる能力（メデ

ィア・リテラシー）の

育成に努めます。 

学校教育課 

 

□ メディア・リテラシーの指導 

・男女共同参画の視点で、メディアからの情報を正しく選択し、読み 

解く能力の育成について、市内全小中学校では、発達段階に応じて、 

情報や情報手段を適切に活用できるように年間指導計画を作成し 

て情報モラルの指導に当たり、有害情報を識別、選択、判断できる 

よう指導に努めた。 

 

－ 

１－Ⅱ－⑴－③ 

有害図書等自動販売機

の追放運動を推進しま

す。 

学校教育課 

 

□ 青少年の健全育成の視点での、性の商品化、暴力を助長する有害図

書等の追放運動 

・県主体で行っている有害環境調査に協力し、有害図書等の撤去な 

どを関係方面に働きかけた。 

 

－ 

１－Ⅱ－⑴－④ 

有害広告物の撤去を図

ります。 

 

都市計画課 □ 青少年の健全育成の視点で、性の商品化、暴力を助長する違法広告 

物等の撤去、市内巡視の実施 

  ・実施回数 １２回（毎月３日間） 

・対象施設 国道２路線、県道１７路線、市道２１路線 

 

－ 
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１ 人権を尊重した男女共同参画の意識づくり 

 Ⅱ 男女の人権の尊重 

⑵ 男女間における暴力の防止 

 

暴力を許さない社会づくりに向けた啓発を図ります。また、女性の抱えている悩みや女性の社会参画の

妨げとなっている問題は多様であることから、各種相談窓口の連携・協力を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

１－Ⅱ－⑵－① 

配偶者等に対する暴力

（ドメスティック・バ

イオレンス）は犯罪で

あるという認識を深め

るための啓発を図りま

す。 

 

総務課 □ 配偶者等に対する暴力（ドメスティック・バイオレンス）防止につ

いての啓発 

・各地区行政センター、働く婦人の家に「女性に対する暴力をなく

す運動」のポスターの掲示や県作成の相談窓口等を掲載したチラ

シ等を配布した。 

－ 

１－Ⅱ－⑵－② 

「女性に対する暴力を

なくす運動」や「人権

週間」を通じて、暴力

根絶に向けた効果的な

広報・啓発を図ります。 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民課 

□ 配偶者等に対する暴力の防止 

再掲１－Ⅱ－⑵－① 

□ 女性に対する暴力をなくす運動（毎年 11月 12日から同月 25日） 

の活用 

・市内２か所で推進員と啓発物品を配布した。 

実施日：平成２７年１１月１５日（日）  

内 容：男女共同参画推進員及び市職員による啓発チラシ 

啓発物品の配布（１００個） 

  ・あいの風とやま鉄道駅前（北口）広告塔に啓発用看板を設置した。 

期間：平成２７年１１月１日（日）から同月２５日（水） 

 

□ 人権週間（毎年１２月４日から同月１０日までの１週間）の活用 

・市内４か所で人権擁護委員及び法務局、市職員で啓発物品を配布 

した。 

   実施日：平成２７年１２月８日（火） 

  ・あいの風とやま鉄道駅前（北口）広告塔に啓発用看板を設置した。 

   期  間：平成２７年１１月２７日（金）から１２月１１日（金）  

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

33 

 

 

 

 

 

33 

１－Ⅱ－⑵－③ 

「配偶者からの暴力の

防止及び被害者の保護

に関する基本計画」（県

計画）に基づき、暴力

に関する関係機関との

連携・協力体制の推進

を図ります。 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援課 

 

□ 庁内関係課の課員による研修会への参加 

  ・配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する庁内体制の整 

備を目的としたＤＶ対策庁内連絡会議や、県主催の研修会へ参加

した。 

□ 女性相談員による女性相談の実施 

  ・奇数月１回、偶数月２回 

  年間１８回開催（ＤＶ相談延べ６３人） 

 

□ 配偶者等からの暴力（ＤＶ）に関する相談件数 

延２９１件（実相談人数４２人） 

 

－ 

 

 

 

612 
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１－Ⅱ－⑵－④（⑤） 

セクシュアル・ハラス

メント防止に向けた啓

発を図ります。 

 

商工企業立地

課 

 

 

 

 

人事課 

□ 職場におけるセクシュアル・ハラスメント防止 

  ・市内事業者に対して「企業状況調査」を実施し、防止対策の有無 

を確認して、その調査結果を周知した。 

  ・調査基準日  平成２８年１月１日現在 

  ・調査依頼事業所数 ５００事業所 

  ・回答事業所数   ２２９事業所 

□ 射水市職場におけるセクシュアル・ハラスメントの防止 

  ・射水市職場におけるセクシュアル・ハラスメントの防止に関する 

要綱(平成 17年 11月 1日施行)を定め、性的差別のない健全な職 

場環境の確保を図っている。 

 

79 

 

 

 

 

 

－ 

 

１－Ⅱ－⑵－⑥ 

子どもの人権が尊重さ

れるための規範となる

「射水市子ども条例」

を周知し、健やかな子

どもの成長を育むまち

づくりを推進します。 

子育て支援課 

 

□ 射水市子ども条例に基づく、家庭、地域、社会全体の責務の明確化

と子どもの幸せと健やかな成長を育むまちづくりの推進 

  ・子ども施策推進委員会を開催し、子どもに関する施策推進計画の

進捗状況を報告、確認した。 

  ・ホームページで子ども条例、子どもに関する施策推進計画の周知

を図った。 

－ 

 

１－Ⅱ－⑵－⑦ 

広報・ホームページ等

を活用して、各種相談

窓口の周知を図りま

す。 

関係各課 □ 各種相談窓口を広報に掲載（毎月１日発行）  

３３，１００部発行（平成２８年３月発行分） 

・ホームページに相談窓口を掲載 

 

□ 女性のこころと生き方に関する相談（毎月２回） 

  ・会   場：射水市働く婦人の家 

  ・相談件数：７３件  

 

□ 無料法律相談（毎月第４木曜日） 

  ・会   場：射水市役所小杉庁舎 

・相談件数：６９件  

 

□ 人権相談 

・市内５か所：毎月１回、人権擁護委員１１人 

  ・全国一斉特設人権相談所の開設（６月１日） 

 

□ 子どもの悩み総合相談 

  ・会   場：射水市役所小杉庁舎 

  ・相 談 日：月～金曜日（午前９時～午後５時） 

  ・相談件数：２０３件  

 

□ ほっとスマイル子ども相談 

  ・会   場：子どもの権利支援センター「ほっとスマイル」 

  ・相 談 日：毎週水曜日（午後２時～午後５時） 

・相談件数：８０件  

 

□ 女性のための無料相談 

  再掲 １－Ⅱ－⑵－③ 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

 

1,160 

 

 

 

45 

 

 

 

2,500 

 

 

 

 

5,320 

 

 

 

 

(612) 
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２ あらゆる分野への男女共同参画の促進 

 Ⅰ 政策・方針決定の場への女性の参画促進 

⑴  審議会・委員会等への女性の積極的登用 

 

政策・方針決定の場に女性の意見を反映させるために、市が設置する審議会等において女性委員の登用

の積極的改善措置（ポジティブ・アクション）を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅰ－⑴－① 

市の審議会等への女性

委員の登用を推進しま

す。 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 市の政策・方針決定の場へ女性の参画拡大を目指した、数値目標の 

設定、女性委員の登用推進 

  ・市の審議会等における女性の登用率 ３４．１％ 

    （平成２８年３月３１日現在） 

・審議会等の女性委員の登用状況を調査し、年次報告に掲載した。 

（本編第２章 各種審議会等における女性委員の登用状況） 

 

□ 女性団体との連携・支援 

  ・射水市働く婦人の家（射水市婦人会事務局所在地）への情報の提

供として、各種刊行物等を配布した。 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

－ 
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２ あらゆる分野への男女共同参画の促進 

 Ⅰ 政策・方針決定の場への女性の参画促進 

⑵ 女性の人材育成と登用の推進 

 

 市職員の資質と能力向上のための研修を推進します。また、市の政策・方針決定の場（審議会、委員会

等）への女性の登用をはじめ、幅広い分野からの女性の人材発掘等を図り、事業所等における女性の管理

職登用についても啓発に努めます。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅰ－⑵－① 

市の審議会、委員会等

の女性の登用をはじ

め、幅広い分野からの

女性の人材発掘等を図

り、事業所等における

女性の管理職登用につ

いても啓発に努めま

す。 

総務課 

 

 

 

 

関係各課 

 

□ 審議会等への女性委員の登用 

  ・市の管理職の女性職員の登用状況について、年次報告により公表 

した。 

再掲２－Ⅰ－⑴－① 

 

 

□ 各種審議会等の委員の登用について、公募による登用を実施 

  ・平成２７年度公募により委員を募集した審議会等 

  射水市男女共同参画審議会 等 

－ 

 

 

 

 

－ 

２－Ⅰ－⑵－② 

市職員の女性管理職の

登用を図ります。 

人事課 □ 管理職への女性職員の登用 

  ・毎年、人事異動に関する希望調査（主幹以下）を行い、能力や意

欲に見合う適正な人員配置を実施 

  ・自治大学校へ女性職員を積極的に派遣 

 

－ 

２－Ⅰ－⑵－③ 

市職員の能力や資質が

向上するよう、研修の

充実を図ります。 

人事課 □ 職員の能力や意欲を引き出し、高めるような研修の充実 

  ・階層別研修（新任・中堅・監督者・管理者） 

１７６人 

  ・専門研修（政策法務・政策形成能力開発・手話等） 

  ２５５人 

・派遣研修（県・自治大等） 

１０人 

  ・自己啓発支援（通信教育等） 

  ４４人 

  ・職員接遇チェックシートにより、職員の接遇力向上に努めた。 

 

1,613 

２－Ⅰ－⑵－④ 

市職員が多様な職域を

経験するような人事管

理に努めます。 

人事課 

 

□ 人事異動に関する希望調査の実施 

  ・ジョブローテーション、適材適所の人員配置に努めた。（職員の

能力や意欲を活かし、多様な職域を経験できる人員配置を実施） 

再掲 ２－Ⅰ－⑵－② 

－ 

２－Ⅰ－⑵－⑤ 

社会教育団体の支援と

女性リーダーの育成を

図ります。 

生涯学習・ 

スポーツ課 

 

□ 社会教育団体の支援 

  ・射水市婦人会活動補助 

   リーダー研修会、部会研修会、家庭教育研究、機関紙発行等 

855 
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２ あらゆる分野への男女共同参画の促進 

 Ⅱ 地域社会における男女共同参画の推進 

⑴ 男女が共に参画する地域活動の推進 

 

 男女が共に地域活動に参画し、地域の連帯感を深めていくために地域における自治組織、PTA、ボラン

ティア活動等への積極的な男女の参画を推進します。地域で主体的な男女共同参画の推進を図る男女共同

参画推進員の育成や自治組織、各種団体等の活動に対し、連携や情報提供等の支援を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅱ－⑴－① 

自治組織、PTA、団体活

動等の地域活動への女

性の積極的な参画を図

ります。 

総務課 

 

 

環境課 

□ 自治会等と連携した実践活動の実施 

再掲 １－Ⅰ－⑵－⑧ 

 

□ クリーン作戦（環境美化）等の参加促進 

  ・射水市一斉クリーン作戦２０１５ １０月１８日（日） 

・アダプト・プログラムの推進（道路等の清掃：里親制度） 

団体数：６１団体  

会員数：２，２５０人 

 

－ 

 

 

－ 

 

２－Ⅱ－⑴－② 

ボランティア活動への

参画を推進するため、

情報の提供やボランテ

ィアの育成を図りま

す。 

社会福祉協

議会 

(社 会 福 祉 課 ) 

 

□ ボランティア活動への参画推進 

・広報誌「福祉いみず」（年４回）、ホームページによるボランティ 

ア情報の提供を図っている。射水市ボランティアセンター（社会 

福祉協議会本所内）で、ボランティア講座や研修会を実施した。 

・市ボランティア連絡協議会登録グループ 

  グループ数：７１ 

会  員  数：１，２７５人 

 

14,164 

２－Ⅱ－⑴－③ 

NPO（特定非営利活動法

人）設立の支援を図り

ます。 

まちづくり課 

 

□ まちづくり、地域づくりに主体的に取り組むＮＰＯへの支援 

  ・特定非営利活動法人設立支援補助 申請・交付１件 

   ＮＰＯ法人数：３４法人（平成 28年 3月 31日現在） 

200 

２－Ⅱ－⑴－④ 

男女共同参画推進員や

自治組織、各種団体等

の連携や情報の提供を

図ります。 

まちづくり課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 協働のまちづくり 

  ・２７の地域振興会において、地域防災力向上対策、公園の維持管

理、敬老会等を実施した。 

  ・ＮＰＯ法人やボランティア団体等の各種団体の専門性・先駆性を

生かした事業の提案を公募し、提案団体と市が協働で事業を実施

する、公募提案型市民協働事業を行った。 （５事業の提案、４事

業を採択） 

・地域振興会の自由な発想を生かした事業の提案を募集し、地域振

興会と市が協働で事業を実施する、地域提案型市民協働事業を行

った。（２事業採択） 

・射水市全体で合併１０周年を盛り上げ、更なる市の一体感を醸成

することを目的に事業の提案を募集し、提案団体と市が共同で事業

を実施する、合併１０周年記念市民提案事業を行った。（５事業採

択） 

 

126,449 
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総務課 □ 男女共同参画推進委員会への支援 

  ・射水市男女共同参画推進委員会活動補助  

   委員数：３９人  任期：２年 

  ・条例や基本計画の普及啓発、研修会の開催 

  ・啓発紙「いみずのに拓く」発行（年 1回） 

 ・地域啓発事業の開催（若手男性料理教室、ボランティア交流会で寸

劇上演など） 

350 

２－Ⅱ－⑴－⑤ 

地域コミュニティの醸

成と自主的な学習活動

拠点としてのコミュニ

ティセンターの充実を

図ります。 

まちづくり課 

 

生涯学習・ 

スポーツ課 

 

□ コミュニティセンター運営及び維持管理（コミュニティセンター２

７施設） 

□ 生涯学習活動の支援 

・生涯学習活動事業は２７地域振興会へ委託 

  ・中央公民館は平成２０年４月から指定管理へ 

再掲１－Ⅰ－⑵－⑦ 

 

143,334 

 

(7,290) 

２－Ⅱ－⑴－⑥ 

市が主催する講演会等

で必要に応じて託児室

を開設し、地域活動の

参加促進を図ります。 

関係各課 □ 幅広い層の地域活動への参加促進 

  ・市が主催する講演会等で必要に応じて託児室を設けるなど、子育

て期間中の女性にとっても参加しやすいよう努めている。また、

講演会等の開催日や曜日を設定する際には、できるだけ多くの市

民が参加しやすいよう配慮に努めている。 

 

－ 

２－Ⅱ－⑴－⑦ 

地域住民による自主防

災組織への女性の参画

を促し、女性の視点か

ら地域の実情に合った

自主防災体制の推進を

図ります。 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 自主防災組織の育成 

  ・市政出前講座 

   実施回数２３回 参加人数８７０人 

  ・自主防災組織リーダー研修、災害救援ボランティア研修（県主催） 

   実施回数３回 参加人数８５人 

  ・自主防災組織率（各年３月３１日現在） 

平成２７年度 ９８．６％ 

平成２６年度 ９８．６％ 

平成２５年度 ９７．４％ 

平成２４年度 ９６．３％ 

平成２３年度 ９５．８％ 

平成２２年度 ９４．８％ 

平成２１年度 ９４．５％ 

平成２０年度 ６０．９％ 
 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 消防本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 婦人防火クラブ 

  ・一般家庭からの火災を防止するため、婦人（女性）で組織するク

ラブ員が、家庭で使用する火気設備器具等の適切な使用方法を知

り、防火に関する知識と初期消火の技能などの習得に努め、地域

での火災予防思想の普及啓発を図っている。 

  ・市内１３地域で結成、会員数１３７人（平成 27年 4月 1日現在） 

自治会自主防災訓練・市総合防災訓練参加、住宅防火対策推進広 

報、防災施設見学研修、消防出初め式参加等 

□ 女性消防団員（平成２１年６月１日～） 

３９人（平成２７年４月１日現在） 

広報、防火啓発、応急手当の普及・指導 

消防出初め式、高齢者宅等訪問、射水市総合防災訓練参加等 

550 

 

 

 

 

  

 

 

82,798 
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２ あらゆる分野への男女共同参画の促進 

 Ⅱ 地域社会における男女共同参画の推進 

⑵ 国際理解・国際交流の推進 

 

 国際化の時代にあって、異文化に対する理解と交流を図り、国際化に対応したまちづくりを推進します。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅱ－⑵－① 

小・中学校において、

児童・生徒が国際理解

を深める学習環境の充

実を図ります。 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

政策推進課 

 

□ 英語のコミュニケーション能力の育成 

  ・中学校では、ＡＬＴ（外国語指導助手）とのティームティーチン

グ（英語科の全授業の 2/3程度）を行い、より実践的な英語の育

成を図った。 

  ・小学校では、５・６年生で、学級担任を中心として外国語指導員、

小学校英語専科講師とのティームティーチングによる外国語活動

を実施し、英語に触れ、外国文化に親しんだ。 

  ・小学校では、主に１～４年生を対象に、ＣＩＲ（国際交流員）が

外国の文化等を紹介する講義を実施し、国際理解を深めた。 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

２－Ⅱ－⑵－② 

射水市民国際交流協会

の活動の支援を図りま

す。 

政策推進課 

 

 

□ 射水市民国際交流協会補助 

  ・交流事業（内川遊覧、ニュースポーツ体験交流等） 

  ・研修事業 

語学講座（英語・中国語・韓国語、各言語月２回開催）、こども英 

話講座、国際理解講座（アメリカ編、ネパール編） 

  ・広報事業（会報発行、ホームページ作成、ケーブルテレビ及び市

の広報でのイベント案内） 

 

770 

２－Ⅱ－⑵－③ 

在住外国人が市民生活

を営む上で必要な情報

の提供や相談体制の整

備を図ります。 

政策推進課 

 

□ 外国語による情報の提供（翻訳情報） 

・予防接種案内、健康診断案内、イベント案内、納税情報案内、行

政手続案内等 

□ 多言語生活ガイドブックによる情報提供 

ガイドブック(（公財）とやま国際センター発行）、射水市行政ガ 

イドを窓口に設置し、配布した。 

□ 射水市ホームページの多言語対応 

□ 在住外国人への相談体制 

  ・ポルトガル語困りごと・生活相談 

   偶数月第３月曜日 午前９時～正午 

  小杉庁舎（１１件） 

□ 外国人からの相談受付 

  ・行政センター窓口・射水市民国際交流協会・(公財)とやま国際セ

ンターと連携した。 

 

30 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

34 

 

 

－ 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅱ－⑵－④ 

在住外国人との共生に

向けた安全で快適なま

ちづくりを関係機関と

連携を図り推進しま

す。 

生活安全課 

 

□ 多文化共生によるまちづくりの集い 

  ・地域住民と外国人事業者及び行政による合同パトロールを中心に、 

地域環境の点検、指導啓発活動並びに清掃活動を通した意見交換 

交流会を実施し、相互理解を深めた。 

－ 

２－Ⅱ－⑵－⑤ 

外国語による公共表示

の整備を図ります。 

関係各課 □ 外国語による公共表示 

  ・射水市公共サインシステム計画策定（平成２０年３月） 

  ・体育施設利用上の注意書き（英・ウルドゥ語）、情報案内看板（英

語）を作成した。 

  ・内川観光案内看板を設置した。 

  ・川の駅観光案内看板を設置した。 

 

－ 
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２ あらゆる分野への男女共同参画の促進 

 Ⅲ 雇用や就労における男女平等の推進 

⑴ 雇用機会均等の普及促進 

 

 男女平等な就労・雇用環境の整備に向けて、関係機関と連携を図り就業に関する情報の収集・提供と「改

正雇用機会均等法」、「育児・介護休業法」等の関係法令の広報・啓発を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅲ－⑴－① 

国・県等の関係機関と

連携し、就業に関する

情報の収集と提供を図

ります。 

商工企業立地

課 

 

□ 関係機関との連携 

  ・ハローワーク、富山労働局、富山県、商工会議所、商工会と連携

し、就業・研修等の情報の収集と提供を図った。 

  ・射水市雇用対策推進協議会においてインターネット企業ガイド、

合同企業説明会及び学生企業訪問支援事業（いみず企業見学バス

ツアー）を実施した。 

 

814 

２－Ⅲ－⑴－② 

男女の均等な機会と待

遇の確保を図るため、

広報・啓発を通じて、

男女雇用機会均等法の

周知に努めるととも

に、理解と法の遵守を

求めていきます。 

商工企業立地

課 

 

□ 男女雇用機会均等法の周知、理解への取組 

  ・パンフレット、ポスター等により周知を図った。 

 

－ 

２－Ⅲ－⑴－③ 

男女が共に育児・介護

休暇の取得と職場復帰

しやすい環境整備を図

るため、育児・介護休

業法の周知に努めると

ともに、理解と法の遵

守を求めていきます。 

商工企業立地

課 

 

□ 育児・介護休業法の周知、理解への取組 

  ・市内事業者に対して「企業状況調査」を実施し、育児・介護休業

制度の状況を確認、その調査結果を周知した。 

再掲 １－Ⅱ－⑵－④ 

 

(79) 

２－Ⅲ－⑴－④ 

男女が仕事と家庭の両

立ができるよう、労働

時間の短縮等、労働基

準法の周知に努めると

ともに、理解と法の遵

守を求めていきます。 

人事課 

 

 

 

 

 

 

 

 

商工企業立地

課 

□ 市の取組 

  ・リフレッシュデー（ノー残業デー）の実施（毎週水曜日） 

   有給休暇取得率 ３２．０％（平成２７年実績） 

  ・育児短時間勤務制度の導入（平成２０年１月） 

  ・子の看護休暇の取得可能日数の拡大（平成２２年６月） 

  ・短期介護休暇の新設（平成２２年６月） 

・子の看護休暇の取得の対象となる子の範囲の拡大（平成２４年４

月） 

 

□ 労働時間短縮等の周知、理解への取組 

  ・市内事業者に対して「企業状況調査」を実施し、労働時間や 

休暇制度の状況を確認、その調査結果を周知した。 

再掲 １－Ⅱ－⑵－④ 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(79) 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅲ－⑴－⑤ 

市として、仕事と家庭

の両立支援のための特

定事業主行動計画の推

進を図ります。 

人事課 □ 市役所における仕事と育児の両立に向けた職員プログラムの推進 

  ・妻の産前産後期間中の父親の５日以上休暇 

取得率４．８％ 

・育児休業取得率 男性 ０％  女性 １００％ 

 

－ 

２－Ⅲ－⑴－⑥ 

県のチーフ・オフィサ

ー設置事業の普及啓発

を図ります。 

総務課 □ チーフ・オフィサー設置事業の普及啓発 

  ・男女共同参画巡回講座等を通じて、県制度の普及啓発を図った。 

 

－ 
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２ あらゆる分野への男女共同参画の促進 

 Ⅲ 雇用や就労における男女平等の推進 

⑵ 多様な働き方に対する支援 

 

 結婚・出産・育児等でいったん退職した女性の再就職（再チャレンジ）を支援する講座や再就職支援に

関する情報の収集・提供を図ります。また、起業に関する情報や創業者支援融資制度等の周知を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅲ－⑵－① 

再就職支援に関する情

報の収集・提供を図り

ます。 

商工企業立地

課 

 

 

□ 情報の収集・提供 

  ・ホームページ等で周知を図り、離職者能力再開発訓練奨励金で、

再就職のためのスキル取得を図った。 

2,981 

２－Ⅲ－⑵－② 

就業支援に関する講座

等の開催を図ります。 

生涯学習・ 

スポーツ課 

(働く婦人の

家) 

□ 就業支援に関する講座 

  ・パソコン検定３級対策講座   １５回 延べ１２８人 

  ・パソコン基礎講座       １５回 延べ１０４人 

－ 

２－Ⅲ－⑵－③ 

女性労働者が多いパー

トタイマーの労働条件

の向上のため、パート

タイム労働法の周知に

努めるとともに、理解

と法の遵守を求めてい

きます。 

商工企業立地

課 

□ パートタイム労働法の周知 

  ・市内事業者に対して「企業状況調査」を実施し、短時間労働者の

勤務条件を確認、その調査結果を周知した。 

再掲 １－Ⅱ－⑵－④ 

 

(79) 

２－Ⅲ－⑵－④ 

起業に関する情報や市

の創業者支援融資制度

の周知を図ります。 

商工企業立地

課 

□ 起業に関する情報提供 

  ・ホームページに商工会議所、商工会、富山労働局等の関係機関の

リンクを設定し、就業・起業に関する情報提供を図った。 

  創業者支援融資制度 

  ・預託金を支出し、融資制度を実施した。 

  ・融資件数 ７件 ４０，１００千円 

 

－ 

 

 

26,000 

２－Ⅲ－⑵－⑤ 

中小企業や個人事業主

（起業）で、福利厚生

が行えない場合の互助

制度等の支援を図りま

す。 

商工企業立地

課 

□ ゆとりライフ互助会 

  ・市内の中小企業・商店等で働く労働者のために、個々の事業所で

は十分に行えない共済事業や福利厚生事業の支援や制度の周知を

図っている。 

  ・会員数 ８６２人（平成２８年３月３１日現在） 

100 

２－Ⅲ－⑵－⑥ 

短時間正社員制度等の

新しい就業形態につい

ての情報の収集や提供

を図ります。 

商工企業立地

課 

 

□ 就業支援に関する情報の収集・提供 

・市内事業者に対して「企業状況調査」を実施し、短時間労働者の 

勤務条件を確認、その調査結果を周知した。 

再掲 １－Ⅱ－⑵－④ 

 

(79) 
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２ あらゆる分野への男女共同参画の促進 

 Ⅲ 雇用や就労における男女平等の推進 

⑶ 多様な働き方に対する支援 

 

 農林水産業や商工自営業者に対し、男女共同参画意識の普及と意思決定の場への参画促進、労働条件改

善等の啓発に努めます。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

２－Ⅲ－⑶－① 

家族経営協定の周知と

締結の促進を図りま

す。 

農林水産課 □ 家族経営協定の普及啓発 

  ・家族経営協定は、家族経営に関わる経営主や配偶者・後継者が意

欲とやり甲斐を持って経営に参画できるよう、経営方針や役割分

担、働きやすい就業環境などについて、十分な話し合いにより取

り決めるものであり、今後もその普及啓発を図っていく。 

  ・家族経営協定締結数：０件（締結累計：５件） 

 

－ 

２－Ⅲ－⑶－② 

農村女性グループ育成

支援を図ります。 

農林水産課 □ 農村女性グループへの支援 

  ・農村女性グループが実施する野菜や加工品等の生産・販売（農産

物直売所、イベント）に関する活動費等の支援を図っている。 

 

244 

２－Ⅲ－⑶－③ 

農業の担い手となる女

性農業者の育成を図り

ます。 

農林水産課 

 

 

 

 

農業委員会

事務局 

□ 女性の農業経営への参画 

  ・市担い手連絡協議会では、地域営農の生産を担う農業者（女性含

む）の育成を図るため、情報の交換や研修会等の自主的活動を通

じて農業振興に取り組んでいる。 

  ・会員数：７２人（うち、女性１５人） 

□ 農業者年金加入促進 

  ・認定農業者、担い手連絡協議会等の研修会を通じて、農業者年金

の趣旨、制度広報を図っている。 

（農業委員会・農業協同組合と市との連携による加入推進を実施） 

・農業者年金加入推進者 ４０人（うち、女性６人） 

 

450 

 

 

 

 

－ 
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３ 健康でいきいきと暮らせる環境整備 

 Ⅰ 家庭生活と社会活動の両立支援 

⑴ 子育て支援体制の充実 

 

 家庭生活と社会活動の両立支援を次世代育成支援行動計画に基づく保育サービス、地域における子育て

支援サービスの施策体系を踏まえ、推進します。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅰ－⑴－① 

延長保育や一時預かり

等、多様な保育ニーズ

に対応した保育サービ

スの提供を図ります。 

子育て支援課 □ 延長保育   

  ・１時間（午後７時まで）    公立    １０／１３園 

私立     ３／１２園 

 ・２時間（午後８時まで）    私立     ９／１２園 

                  認定こども園 １／ １園 

□ 休日保育             私立     ７／１２園 

                  認定こども園 １／ １園 

  ・一時預かり                   公立     ２／１３園 

私立     ５／１２園 

                           認定こども園 １／ １園 

□ 病児保育 

  ・公立 ３／１３園 私立 ６／１２園 

   認定こども園１／１園 

－ 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

－ 

 

３－Ⅰ－⑴－② 

学童保育やファミリー

サポート等、学童期に

入っても安心して子育

てができる支援体制を

図ります。 

子育て支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習・ 

スポーツ課 

□ ファミリーサポートセンター事業 

  ・子育てと仕事の両立を支援するため、協力会員・依頼会員・両方

会員に登録し地域の子育て機能を活用した相互援助活動を支援し

た。 

・依頼会員 ３５３人  ・協力会員 １４１人 

・両方会員 ２６人   ・活動件数 ９１５件 

□ 幼稚園預かり保育事業 

  ・子育て支援として保育時間以外の延長保育を実施した。 

    公立 ３／３園、私立 ３／３園 

□ 放課後児童健全育成事業 

  ・保護者が仕事等で昼間家庭にいない児童の放課後対策の実施 

・放課後児童クラブ（学童保育）２０学級で実施した。 

・登録児童数 放課後児童クラブ ８４９人 

□ 子育て支援センター、つどいの広場事業 

  ・子育てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を行うこ

とにより、地域の子育て支援機能を充実させた。 

・一般型：公立 ４か所 私立 ７か所 

 ・連携型：私立  １か所 

□ 放課後子ども教室推進事業   

  ・市内１５の小学校区において放課後や週末の安全・安心な子ども

たちの居場所を設け、地域の方々を指導者としてスポーツや伝承

遊び等の体験活動や地域の交流活動を推進した。 

  ・サークル数 ４０サークル  実施回数 ５７１回 

参加人数 延べ９，４２２人 指導者 延べ１，７６６人 

2,800 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

88,101 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

6,098 
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□ 土曜学習推進事業 

  ・子どもたちが豊かで有意義な土曜日を過ごすことができるよう、

地域・学校の参画を得て、土曜日ならではのさまざまな活動を行

った。 

・サークル数 ５サークル   実施回数 ５７回 

   参加人数 延べ７９４人 指導者 延べ２２１人 

 ・児童館活動（８児童館及び３児童室（地域振興会）） 

   年間利用者数  １２５，３０５人 

 

523 

 

３－Ⅰ－⑴－③ 

子育て支援に関する総

合的な情報提供を図り

ます。 

子育て支援課 

 

□ 射水市子育てガイドブック、ホームページを活用した情報発信 

  ・「子育てガイド」3,000部発行 

  ・「ちゃいる.com いみず子育て情報」発行 

平成 27年 9月 2,700部、平成 28年 2月 2,700部 

  ・子育てホームページ「いみず子育て情報ちゃいる.com」での情報

発信 

  ・「ちゃいる.comテレビ」として、毎月第 1週の月～日曜日で乳幼児

健康診査日程やイベント情報などをケーブルテレビにて提供 

  ・メールマガジンの定期配信（毎月１回） 

 

－ 

 

３－Ⅰ－⑴－④ 

育児不安軽減のための

相談体制の充実を図り

ます。 

健康推進課 

 

□ 育児相談等の実施 

・実施回数 １７３回 

小杉・大門保健センター 

項  目 延べ参加人数（人） 

育児相談 ２，４４６ 

母乳相談 ９３ 

栄養相談 ２５４ 

離乳食実習 １７０ 
 

983 

 

３－Ⅰ－⑴－⑤ 

子育て体験や父親の育

児参加を促すパパ・マ

マ教室を通じて、ワー

ク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

についての意識啓発を

図ります。 

健康推進課 □ もうすぐパパ・ママ教室 

  ・妊娠中の両親を対象として、母子保健制度の説明、妊娠期の栄養

指導、調理実習、沐浴指導、オムツや着替えの仕方、妊娠擬似体

験等を実施した。 

  ・年９回開催  参加数１２８組（延べ２５２人） 

 

 

133 
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３ 健康でいきいきと暮らせる環境整備 

 Ⅰ 家庭生活と社会活動の両立支援 

⑵ 介護支援体制の充実 

 

育児・介護休業法の周知に努めるとともに、高齢者福祉計画に基づく、在宅サービス支援の施策体系を

踏まえ、介護支援体制の充実を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅰ－⑵－① 

育児・介護休業制度等

の周知と両立支援に関

する広報・啓発を図り

ます。 

商工企業立地

課 

 

□ 育児・介護休業法の周知  

  ・市内事業者に対して「企業状況調査」を実施し、育児・介護休業

制度の状況確認と、その調査結果の周知をした。 

再掲 １－Ⅱ－⑵－④ 

 

(79) 

３－Ⅰ－⑵－② 

在宅高齢者等の介護者

の負担の軽減を図るた

め、介護サービスの充

実を図ります。 

長寿介護課 □ 在宅福祉対策              （単位：人） 

項    目 利用実績 

ミドルステイ事業 ５ 

ホームヘルプサービス事業 １ 

寝具丸洗い乾燥サービス事業 延べ１３２ 

徘徊高齢者等家族支援サービス事業 ４ 

おむつ支給事業 ６２８ 

在宅要介護高齢者福祉金支給事業 ４２５ 

家族介護慰労事業 １ 

緊急通報装置設置事業 １５９ 

外出支援サ

ービス事業 

高齢者タクシー利用券 ２９１ 

移送サービス 延べ１，２４３ 

在宅福祉介護手当 ４９４ 

高齢者住宅改善支援事業 ３ 
 

 

 

104 

75 

206 

7 

23,726 

15,070 

100 

9,347 

8,667 

 

8,980 

315 

 

  □ ひとり暮らし高齢者等訪問給食サービス 

  ・利用者数 ３０２人 年間１０，５９９食 

6,359 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅰ－⑵－③ 

高齢者の総合相談支援

や地域の関係機関との

連携による包括的・継

続的なケア体制を推進

します。 

長寿介護課 □ 地域包括支援センター（委託５箇所） 

 ・介護予防の拠点として、介護予防マネジメント、総合相 

談、権利擁護等の支援を図った。 

地 区 名 設 置 場 所 

新湊西地域 特別養護老人ホーム「射水万葉苑」内 

新 湊 東 地 域 特別養護老人ホーム「七美ことぶき苑」

内 

小杉・下地域 特別養護老人ホーム「大江苑」内 

小杉南地域 特別養護老人ホーム「太閤の杜」内 

大門・大島地域 特別養護老人ホーム「こぶし園」内 

  

・相談件数 ５，６４７件 

   うち 虐待に関すること         ６２件 

成年後見・権利擁護に関すること  ８８件 

  ・二次予防事業対象者通所型介護予防事業 

   運動、栄養・口腔、認知の計２０コース     延べ３，０５９人 

  ・二次予防事業対象者訪問型介護予防事業（１６５人訪問） 

  ・高齢者虐待防止ネットワーク会議の開催 

 

99,133 
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３ 健康でいきいきと暮らせる環境整備 

 Ⅰ 家庭生活と社会活動の両立支援 

⑶ ひとり親家庭の自立支援 

 

 ひとり親家庭の生活の安定と養育される子どもの健全な成長のため、相談体制や自立支援の取組を図り

ます。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅰ－⑶－① 

ひとり親家庭の自立と

安定した生活が送れる

ように、情報の提供と

母子・父子自立支援員

による相談体制の充実

を図ります。 

子育て支援課 □ 母子・父子自立支援員の配置 １人 

  ・母子家庭等の自立に必要な情報の提供、相談指導等の支援を行う

とともに職業能力の向上や求職活動に関する支援を実施した。 

  ・相談件数 母子相談 延べ３７１件  

        父子相談 延べ３件 

□ 母子家庭等自立支援給付事業 

  ・母子家庭等の母の経済的な自立に効果的な資格取得期間中の安定

した就業環境の提供、就業機会創出等を支援した。 

  ・高等職業訓練促進給付金支給者   ２人 

  ・高等職業訓練修了支援給付金支給者 ２人 

  ・自立支援教育訓練給付金支給者   ０人 

 

2,243 

 

 

 

 

 

2,382 

３－Ⅰ－⑶－② 

経済的な負担の軽減を

図るため、児童扶養手

当の支給や就学等の援

助を図ります。 

子育て支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

□ 児童扶養手当の支給 

  ・離婚などにより父又は母と生計をともにしていない児童が育成さ

れる家庭や、父又は母が身体などに重度の障がいがある家庭、父

母に代わって児童を養育している方に対し、支給される手当。 

  ・受給者数 ５６３人（平成２７年１２月支給時） 

□ ひとり親家庭等医療費助成 

  ・ひとり親家庭の母又は父と養育者の児童に対し、保険適用となる

医療費の自己負担分を助成することで、ひとり親家庭等の健康の

向上と生活の安定を図る。 

  ・助成件数 １８，５４７人 

□ 母子家庭等小口資金貸付金（１２万円限度/年） 

  ・貸付者数 ４人 

□ 射水市母子寡婦福祉連合会補助 

  ・会員数  １３０人 

□ 親と子の集い、母子学級、寡婦研修等 

□ 要保護・準要保護児童就学の援助 

  ・経済的理由により就学が困難と認められる児童・生徒の保護者に

対し、給食費等を助成した。 

  ・小学校 就学援助者数（４０３人） 

  ・中学校 就学援助者数（２９１人） 

239,792 

 

 

 

 

 

56,459 

 

 

 

600 

 

480 

 

300 

44,052 
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３ 健康でいきいきと暮らせる環境整備 

 Ⅱ 生涯を通じた健康づくり 

⑴ 生涯を通じた心身の健康支援 

 

 乳幼児から高齢者まで、すべての人が主体的に健康管理できる支援や生涯スポーツの推進を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅱ－⑴－① 

健康づくり市民講座等

の開催やケーブルテレ

ビを活用した「保健セ

ンターだより」の放映

等、健康づくりの啓

発・推進を図ります。 

健康推進課 □ 健康づくりの啓発・推進 

  ・健康づくりボランティアのつどい 

   日  時：平成２７年４月２７日（月） 

   会  場：アイザック小杉文化ホールラポール 

    参加人数：３２８人 

   内  容：テーマ「音楽で元気と癒しを」 

 ・「ぱくぱくクッキング」作成 

４回製作、その他ケーブルテレビで健康づくり情報を発信 

□ 地域啓発活動の推進（健康づくり推進員） 

・健康づくり育成事業        （単位：回、人） 

項  目 開催回数 延べ参加者数 

栄養教室 １１ １７２ 

ヘルスボランティア養成講座 １３ ３２７ 

食生活改善推進員研修会 １２ ７１７ 

ヘルスボランティア研修会 ６ ６１９ 

  ・健康づくり推進員活動       （単位：回、人） 

項  目 開催回数 延べ参加者数 

食生活改善推進活動 ９９８ １０，３８２ 

ヘルスボランティア活動 ８６０ ２５，７７７ 
 

2,332 

 

 

 

 

 

 

 

533 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 健康手帳の交付 

  ・自らの健康管理と適切な医療を確保するため、健（検）診結果等

の記録手帳を交付して健康づくりを推進した。 

・交付数 

４０歳～７４歳 １，４８２人 

７５歳以上     ３１３人 

 

 

178 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅱ－⑴－② 

乳幼児の健康診査、教

室を通じて心身ともに

健やかな成長を支援し

ます。 

健康推進課 □ 母子保健事業の充実          （単位：回、人） 

項    目 
実施 

回数 

受診者 

（参加）数 

妊婦一般健康診査 － ９，０１１ 

乳児一般健康診査 － １，１７６ 

新生児訪問指導 － ４５２ 

未熟児訪問指導 － １１５ 

育児相談等（育児・母親・ 

栄養相談・離乳食講習） 
１７３ ２，４４６ 

地域育児教室 ２２ １８８ 

要観察児相談・教室 １０５ ３５５ 

未熟児フォローアップ相談 ８ １３８ 

 

□ 乳幼児健康診査            （単位：回、人） 

項 目 ３か月児 １歳６か月児 ３歳６か月児 

実施回数 ２４ ２４ ２４ 

受診者数 ６６７ ７２５ ７６４ 
 

87,165 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,430 

 

３－Ⅱ－⑴－③ 

児童・生徒の発達段階

に応じた性教育や性感

染症、HIV等、正しい知

識の周知と防止対策を

推進します。 

健康推進課 

 

 

 

 

 

 

 

□ 性感染症などの周知と防止対策推進 

  ・性感染症や HIV（ヒト免疫不全ウイルス）/AIDS(後天性免疫不全症

候群）の正しい知識と予防の普及・啓発に関するパンフレット・

チラシ等を健康推進課及び各保健センター窓口に随時配布した。 

  ＜参 考＞ 高岡厚生センター射水支所 

項  目 電話相談 
面接相談 

（含結果告知） 
検査件数 

性感染症・クラミジア 

抗体検査 
０ ４３    ２１ 

エイズ検査 １ ７５ ３７ 
 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 □ 発達（成長）段階に応じた性教育の実施 

  ・学級活動、小学校の体育科（保健分野）、中学校の保健体育科（保

健分野）の学習で発達段階に応じて性に関する教育を行った。養

護教諭とのティームティーチングによる学習を進めるなどして、

児童生徒に正しい知識を身に付け、男女は人間として平等であり、

相互に人格を尊重しながら生活すべきことを指導した。 

□ 性病予防、薬物乱用防止パンフレットの配布 

－ 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅱ－⑴－④ 

健康的な食生活習慣の

確立や生活習慣病予防

を重視した健康診査、

各種がん検診、健康教

室、健康相談の充実を

図ります。 

健康推進課 

保険年金課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 健康教育の推進          （単位：回、人） 

項  目 回数 参加者数 

骨粗しょう症予防教室 １０ ５３１ 

病態別教室 ３９ １３０４ 

その他の健康教育（薬一般等） ６ ２８ 

身体すっきり教室 １０ ２０１ 
 

692 

□ 健康相談の推進          （単位：回、人） 

項  目 回数 参加者数 

総合相談（窓口相談等） ８２ ２５５ 

病態別健康相談 １９ ９４ 

糖尿病相談 ４ ４ 
 

250 

 

 

 

 

 

□ 健康診査の推進            （単位：人） 

項    目 受診者数 

特定健康診査：４０～７４歳 ７，０４８ 

後期高齢者の健康診査：７５歳以上 ４，６２５ 

肝炎ウイルス検診：４０歳以上 １９１ 

骨粗しょう症検診：４０，４５，５０， 

５５，６０歳節目年齢女性 

５１２ 

歯周疾患検診：４０，５０，６０，７０歳 

       節目年齢者 

３０８ 

 

112,607 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 訪問指導の推進  

 ・健康診査の要指導や健康問題を抱えた家族等を対象に、保 

健師・栄養士が訪問指導を行い、健康の保持・増進を図っ 

た。   

 ・要指導者等   ７０人 

□ がん検診の推進          （単位：％、人） 

項  目 受診率 受診者数 

胃 ２２．２ ５，６８０ 

大腸 ３２．０ ８，７３６ 

肺・結核 ３４．４ １０，３７０ 

子宮 ３４．３ ７，０２６ 

乳房 ３２．７ ６，３３０ 

 ・前立腺がん検診      ９７０人 

 ・ヘリカルＣＴ肺がん検診  １９６人 

85 

 

 

 

 

159,652 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

 健康推進課 

保険年金課 

□ こころの健康づくり 

・自殺対策を緊急に強化するため、個々のニーズに応じたきめこま 

かな相談支援等を実施           （単位：回、人） 

項  目 回数 参 加 者 数 

こころの健康相談 ２５ ４１ 

人材育成 ボランティア研修 ３ ８４ 

訪問指導 ０ ０ 
 

389 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

□ 特定保健指導の実施 

  ・特定健康診査の結果より保健師・栄養士が保健指導、栄養指導を

行った。               （単位：回、人） 

項    目 実 施 回 数 参 加 者 数 

メタボ予防セミナー ５ ４１ 

いつでも相談 随時 ９１ 

ウエストすっきりプラン    ４   

その他  ４９ 
 

1,618 

３－Ⅱ－⑴－⑤ 

飲酒、喫煙等の健康被

害等の正しい情報の提

供や受動喫煙防止の推

進を図ります。 

健康推進課 □ 健康被害に対する情報提供や受動喫煙防止 

  ・健康教育や健康相談等で個別に生活習慣改善指導を実施した。 

再掲 ３－Ⅱ－⑴－④ 

 

(6,377) 

３－Ⅱ－⑴－⑥ 

総合型地域スポーツク

ラブの支援をはじめ、

スポーツ・レクリエー

ション活動が楽しめる

多様なスポーツ実践活

動を推進します。 

生涯学習・ 

スポーツ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 総合型地域スポーツクラブの支援 

  ・市内５つの総合型地域スポーツクラブの自主運営に向け活動の支援

を図っている。                   （単位：人） 

名    称 会員数 

ＮＰＯ法人カモンスポーツクラブ １，３７４ 

ＮＰＯ法人こすぎ総合型スポーツクラ

ブきらり 
１，４１５ 

ＮＰＯ法人だいもんスポーツクラブ ３３６ 

ＮＰＯ法人おおしまスポーツクラブ ７０２ 

ＮＰＯ法人しもむらスポーツクラブ 

まいけ 
３００ 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  □ 地域スポーツ活動の環境整備（学校開放事業）（単位：人） 

項    目 施 設 数 利用人数（延べ） 

小学校 
体育館 １４ ７１，９００ 

夜間照明グラウンド １１ ３４，４７６ 

中学校 
体育館 ５ ３３，０４４ 

夜間照明グラウンド ２ ４，４５５ 

 

□ スポーツ指導者の育成 

  ・スポーツ活動の推進及び市民に対するスポーツの実技指導を行う 

ためのスポーツ推進委員を１１３人委嘱した。 

 

4,984 

 

 

 

 

 

 

3,010 
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３ 健康でいきいきと暮らせる環境整備 

 Ⅱ 生涯を通じた健康づくり 

⑵ 母性保護と健康支援 

 

女性はライフサイクルを通じて男性と異なった健康上の問題に直面することから、女性の身体的変化の

過程や母性保護と健康に関する施策を推進します。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅱ－⑵－① 

女性の思春期、妊娠、

出産期、育児期、更年

期、高齢期等に応じた

健康づくりの支援を図

ります。 

健康推進課 □ 女性の身体的変化に応じた健康づくりの支援 

  ・妊娠届出者へ母子健康手帳を交付し、妊産期からの「食育」をは

じめとする保健・栄養指導を実施した。 

  ・母子健康手帳交付件数 ７４７件 

 

240 

３－Ⅱ－⑵－② 

妊産婦の健康診査や妊

娠、出産に伴う心身の

健康上の問題に対する

支援を図ります。 

健康推進課 □ 母子保健事業 

再掲 ３－Ⅱ－⑴－② 

□ パパ・ママ教室 

再掲 ３－Ⅰ－⑴－⑤ 

□ 母子保健推進員活動の推進 

  ・妊産婦や乳幼児の家庭を訪問し、子育て情報を提供するなど、地

域ぐるみで育児支援を図っている。 

  ・射水市母子保健推進員 ９４人 

   家庭訪問活動 １，２５３件 

   事業協力 １３０人  地区活動 １６８人 

□ 健康診査の推進 

再掲 ３－Ⅱ－⑴－④ 

□ 妊婦歯科健康診査 

  ・妊娠届出時に健診希望者に受診券を交付、市内指定医療機関で受

診  受診者数 ２７７人 

(87,165) 

(133) 

663 

 

 

 

 

 

 

6,309 

 

３－Ⅱ－⑵－③ 

不妊に関する一次的な

健康相談、専門機関の

紹介や不妊治療に要す

る経済的な支援を図り

ます。 

健康推進課 □ 不妊治療の推進 

  ・不妊治療に要する費用を１年度に３０万円を限度として支給した。 

 ・不妊治療助成費件数 ３６５件  

41,999 

３－Ⅱ－⑵－④ 

女性のがんの罹患率
りかんりつ

の

第一位である乳がんに

ついて、がん検診の受

診率の向上を図り、早

期発見に努めます。 

健康推進課 □ がん検診 

       （単位：％、人） 

項  目 受診率 受診者数 

子宮 ３４．３ ７，０２６ 

乳房 ３２．７ ６，３３０ 
 

(159,652) 

 再掲 ３－Ⅱ－⑴－④ 
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３ 健康でいきいきと暮らせる環境整備 

 Ⅱ 生涯を通じた健康づくり 

⑶ 高齢者等の社会参画に対する支援 

 

高齢者が長い間に培ってきた豊かな知識と経験を生かし、単に支えられる立場でなく、他の世代と共に

社会を支える役割を担い、自立していきいきと安心して暮らせる生活環境の整備を図ります。また、障害

のある人も同様に社会に参画する支援を図ります。 

 

具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅱ－⑶－① 

高齢者の健康や介護予

防、生きがい対策等の

施策の推進を図りま

す。 

健康推進課 

 

 

 

 

 

 

 

□ 元気高齢者支援事業        （単位：回、人） 

項   目 回 数 延べ参加人数 

パワーアップ貯筋教室   ２６２ １，８５５ 

高齢者健康教育 ３１ １，１８６ 

高齢者健康相談 ２６８ ６８８ 

高齢者地域サロン ２９ ６０４ 

運動自主グループ等 ２０ ９１ 

ステップアップ教室 ３０７ ２，０３８ 
 

6,107 

 

 

 

 

 

 

 

 長寿介護課 

 

 

□ 地域介護予防活動支援事業 

  ・うつ・閉じこもり支援、運動器の機能向上などの支援のため、通

所型の介護予防教室を開催し、介護予防の普及を図った。    

15,467 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （単位：回、人） 

項   目 回数 延べ参加人数 

通所型介護予防事業（運動器の

機能向上、うつ・閉じこもり予

防等） 

 

７９ 

 

１，０５６ 

介護予防サポーター研修 ２ ２９７ 

介護予防人材育成事業 ２９ ９０９ 

介護予防地域啓発活動 ６７ １，３８７ 

  

・地域ふれあいサロン運営事業 １９３団体 

  ・脳リハビリレクリエーション事業 

  ・新湊中央ふれあいサロン ４８回 

  ・新湊南部ふれあいサロン ５０回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

□ 高齢者生きがい対策事業 

  ・老人クラブ運営補助 

   単位老人クラブ数 １６１ 会員 １３，３４６人 

  ・ふれあいサロン運営事業（５か所） 

   年間延利用者数 ２１，８６９人 

  ・ふれあい健康農園運営事業 １８２区画 

  ・福祉入浴券交付事業 交付者 １２，７２８人 

  ・節目祝事業（100歳祝 ２１人）、教養教室等 

 

71,972 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅱ－⑶－② 

高齢者の豊かな知識と

経験を生かした、ボラ

ンティア活動や地域づ

くり等の社会参加の推

進を図ります。 

長寿介護課 

 

□ ボランティアセンターの運営 

  ・ボランティアセンター（運営主体：社会福祉協議会）の事業運営

に係る経費の支援 

  ・ボランティアコーディネーター設置事業への支援 

  ボランティアコーディネーター ３人 

□ ボランティア団体への支援 

  ・ボランティアセンター（１か所）、ボランティアステーション（２

か所）設置 

  ・ボランティア保険の加入等、地域におけるボランティア活動を支

援 

保険加入者 １，２３３人 

 

14,164 

３－Ⅱ－⑶－③ 

高齢者の働く喜びと社

会参加を促進するシル

バー人材センターの活

動の支援を図ります。 

長寿介護課 □ 高齢者労働能力活用事業 

 ・シルバー人材センター 

  会  員  数：７４４人 

  受託事業件数：９，１４５件 

  就労延べ人数：７６，９２３人 

 

20,000 

３－Ⅱ－⑶－④ 

障がいのある人への自

立支援を推進するた

め、社会活動への参加

を促進し、相談体制の

充実を図ります。 

社会福祉課 

 

 

 

 

 

□ 障がい者福祉対策事業        （単位：件、人） 

項    目 件数（対象人数） 

福祉タクシー等事業 ３４９ 

心身障がい児通園通院等介護助成事業 １２５ 

精神障がい者施設通所費用助成事業 １２７ 

おむつ支給事業 ２５１ 

住宅改善費助成事業 ９ 
 

10,206 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 地域生活支援事業 

  ・地域活動支援センター 

   障がい者の総合相談窓口としての機能のほか、創作的活動又は生

産活動の機会の提供を図っている。（あいネットいみず、ふらっと、

つどい、むげん） 

・障がい者相談支援事業（あいネットいみず） 

   障がい者の相談に応じ、情報の提供、助言及び福祉サービスの利

用支援を図っている。 

  ・移動支援事業 

屋外での移動に困難を伴う障がい者の外出支援を図っている。  

延べ３０５件 

・日常生活用具給付事業  延べ２，１７６人  

  ・市町村社会参加推進事業（奉仕員養成事業） 

   手話、点訳及び朗読奉仕員の養成研修を行うほか、障がい者の社

会参加の促進を図っている。 

□ 自立支援給付費 

  ・介護給付費（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、重度障がい者

等包括支援等）  延べ５７８人  

・上記以外の介護給付費等  延べ８，２３３人 

87,214 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,383,322 
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具体的施策 担当課 平成２７年度 実施概要 事業費 

３－Ⅱ－⑶－⑤ 

高齢者・障がい者をは

じめ、すべての人々が、

安全で快適な日常生活

が送ることができるよ

うに、公共的施設等の

利用上の障壁の除去や

円滑な移動環境の整備

（バリアフリー化）を

図ります。 

社会福祉課 

 

□ 公共施設等のバリアフリー 

  ・公共施設等のバリアフリー化を促進し、障がいの有無に関わらず、

すべての市民が生活しやすいまちづくりを目指す。 

  ・視覚障がい者用点字ブロック整備事業 

896 

 


